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　★ 表紙はどうですか。
    ・絵がキレイ
　・市内の風景が描かれているので関心
        が湧く

　
　★ 見開き記事はどうですか。
    ・専門用語に注釈を付けてほしい
　・金額がピンとこない
　・全体の意味が理解できないが、アバ
        ウトには意味が分かる

　
　★ 一般質問はどうですか。

     ・教科書より字が小さい　　
      ・用語の意味が分からない
      ・見開きでは「Q&A」だったのに、こち
         らでは「問」「答」になっている
      ・図は関心を引き、記事を読みたくなる

　
　★ 全体的な感想をどうぞ。

　 ・政治に興味があり国会中継は見るが、
　　 市議会は遠く感じる　　　　　　
      ・県議会の高校生議会に参加したけれど、
　　 原稿を考えるのに苦労した　　　　　　 
      ・学校に置いてあると良い
      ・顔写真は議員の存在が分かるので良い

　広報特別委員会はこれまで「議会だより」の改善に取り組んできました。
　この度は、高校生に「The 市議会」を読んでもらって、どのように感じられたのか、率直
に話を聞いてみました。ご協力いただいたのは、厚狭高等学校生徒会の皆さんです。

高校生の意見を聞いて・・・

●高校生の意見を参考に検討しています。
　①文字の大きさ
　②難しい用語の扱い
　③一般質問の問と答を Q&A に変える
　④一般質問のページの文字数、大きさ

高校生に聞いてみました

“The 市議会 ” ってどう？
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＜議会カフェとは＞
　　

議会の説明責任を果たすため、地域に
　出かけていき、特定のテーマについて報
　告し、市民の皆さんから意見や要望を聞
　くものです。
　　定例会ごと年 4 回、公民館など各中学
　校区 6 カ所で行っています。時間は 1 時
　間半程度です。
　　これまでは、議会が報告した後に市民
　から質問を受ける教室型でしたが、小グ
　ループのテーブル型に改めて、お茶を飲
　みながらリラックスして意見が言いやす
　いようにしました。

 ＜参加した市民からの意見＞　

　・議員から本市の動きが聞けて勉強になった
　・参加人数がもっと集まる努力をしてほしい
　・若い人が多く来たら良いと思う
　・各テーブルでの話し合いは良いと思う
　・少人数で話し合う方法で意見が述べやすい
　・地域の考えをもっと聞くべきだと思う
　・宇宙監視レーダー建設において不安や迷惑
　　をこうむる地元住民に何も還元がされない
　　のはおかしい

　・山陽オートレース場の駐車場は、年間の借
　　地料を考えれば、第一駐車場だけで良いと
　　思う

　・若い共働きが多いので、できるだけ早く児
　　童クラブが 6 年生まで対応できるようにし
　　てほしい

　・水道事業統合について、合併に向け
　　ての市民説明会で、メリットとデメ
　　リットを含めて説明してほしい

祝日もごみを収集することに

小野田地区と同じように
祝日もごみを

収集してほしい！

参加者の意見が反映されました

⬇

⬇

◎今までの開催内容を
　ご覧いただけます

議会カフェ
おいでませ

埴生地区の住民

担当委員会で調査・提言

市民と議会との意見交換
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◉元年度一般会計補正予算
概要　高千帆小学校で児童数が増加し、現在

の校舎では教室数が対応できないことが予
測され、また、現在の児童クラブの部屋数
の不足に対応するため、児童クラブとの合
築による設計委託料として 1443 万円増額す
るものです。

主な質疑　

 Q  新校舎建設は、令和 4 年の 2 月に終了す
　る予定だが、それまでに不足する教室の
　対応はどうするのか。

 A  教室を工夫して転用するということで対
　応したい。

 Q  増築についての議論は、いつぐらいから
　出たのか。

 A  平成 31 年 2 月と 9 月の総合教育会議で議
　論している。

 Q  高千帆小は児童が増えているが、高泊、　
　有帆は減っている。校区の見直しは、総
　合教育会議で出たのか。

 A  高千帆校区という名称に、非常に価値を
　感じている方が多く、校区域の境界を変
　更するのは非常に難しい。

概要　一昨年 9 月に給食センター調理方式に
　よる学校給食がスタートして１年半近く経
　過しました。生徒や保護者等からいろいろ
　な意見が聞こえてきました。総務文教常任
　委員会では、給食センターから遠い場所で
　ある埴生中学校で試食と配膳室を含めた視
　察調査を行いました。

主な質疑

 Q  配食時間が遅れたことはないか。　
 A  適切に対応されている。　
 Q  献立に合わせた保温が保たれているか。
 A  本日の試食で感じられたように味覚に
　   応じた適切な対応がされていると思う。
Q  量的な面で生徒の不満はないか。
 A  個人差も含めて特に問題はないと思う。

総 

務 

文 

教

高千帆小　校舎増築へ

学校給食を視察調査

高千帆小学校の児童数および普通教室数推移

【視察日（1月 10日）の献立】
・クロワッサン　　　　・牛乳
・鶏肉のハーブ焼き　　・小野茶ムース
・ツナサラダ
・じゃがいものベーコン煮

◎温かく、とてもおいしくいただきました
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区画 進出企業名

Aー 2 （有）大森配送センター

Bー 1 ( 有 ) 厚南鉄工

Gー 1、M、P 鈴秀工業（株）

Gー 2 （株）サン工業

I ー 1 宇内金属工業（株）

I ー 2 西部工業（株）

O 藤和工業（株）

R （株）GF

C、D、E、F
J、K、L

山口県防災用地

◉元年度国民健康保険会計補正予算
概要　今回の補正の主なものは、平成 30 年度
　決算の歳計剰余金を基金に積み立てるほか、
　人事異動に伴う人件費の調整で、歳入歳出
　とも１億 1972 万 1000 円を増額し、予算総
　額を 76 億 4668 万 5000 円とするものです。
主な質疑

 Q  人事異動による減額があるが、具体的な
　内容は何か。

 A  育休中の職員の代替えとして臨時職員が
　入った関係で減額となった。

 Q  基金を活用した新たな保健事業とはどの
　ようなものか。

 A  新たな保健事業は、特定健診自己負担金  
　の無料化、脳ドック助成、糖尿病重症化
　予防の事業を開始した。

 Q  本年度から始まった脳ドック助成の実績
　はどうか。

 A  応募が 180 名を超えていたので、抽選に
　より対象者 50 名を決定した。今後は、受
　け入れ可能であれば、拡大を予定してい
　る。

 Q  県に納付する事業費納付金の今後の動向
　は。

 A  今後どのような推移をたどるか見えてき  
　ていない。

◉工場設置奨励条例の一部改正
概要　小野田・楠企業団地の土地を取得し、　
　取得後 3 年以内に事業を操業開始した事業
　者に対して用地取得奨励金が交付されます。
　しかし、近年の世界経済不安、異常気象等、
　事業者の責任とすることができない理由に
　より操業開始が間に合わない場合などにも、 
　事業者に奨励金が交付されるように条例を
　改正をするものです。

主な質疑

 Q  世界経済の不安によることが事業者の責
　任ではないとすることについて、拡大解
　釈できるのではないか。

 A  進出企業が海外のメーカーに製品を発注
　したが、そのメーカーが倒産したことで
　事業がストップした。倒産はヨーロッパ
　経済の景気の悪さも関係していると聞い
　ており、今後も進出企業が海外と取り引
　きをすることが考えられるため、条例を
　改正する。

奨励金の交付要件を緩和

基金を活用した新たな事業を展開

民 

生 

福 

祉
・
産 

業 

建 

設

小野田・楠企業団地
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　　宇部市と厚狭地区の境にメガソーラー
　　発電所が建設されているが、建設現場
から大雨の際に大量の土砂が源流部のため
池に流れ込んだ。
　住民はさらなる豪雨災害を心配してい
る。住民の安全な暮らしを脅かしているが、
その実態を知っているか。

Q

　　夜勤を伴う就労や自営業、農業従事者
　　に対して保育園はどのように対応して
いるのか。

Q

　　災害防止のために洪水調整池が設置さ
　　れる。業者への指導は県が行う。県と
連携を図りながら適切な対応を行っていき
たい。

A

　　8 時間の短時間認定と 11 時間の標準認
　　定を保護者の就労時間によって認定し
ている。就労証明提出時に短時間認定、標
準認定としているが、多忙時や農繁期など
は延長保育の利用を各園において柔軟に対
応している。

A

市長は住民と向き合うべき

　　放課後児童クラブについて、支援員不足の課題
　　を保護者の負担を増やすことで解決し、時間延
長できないか。

Q

　　標高 180 メートルの山を 150 メートルまで切
　　り下げている。樹木は全部伐採され、サッカー
コート 50 面分ぐらいの広大な土地がつくられた。
流水は、沈砂池が受けとめるとのことだが、近年の
大雨は想定を超える。市長は住民の不安に答える責
任がある。住民と向き合い懇談をする考えはないか。

Q

　　従来からの要望であると認識しているが、賃金
　　だけでなく支援員の受け手がいないということ
もある。これからの施策を考えていく。

A

　　豪雨対策は大変重要な課題である。引き続き県 
　　と連携の上、地元住民の声を聞きながら必要な
対策を講じていきたい。懇談については協議する。

A

女性の就労支援を
　　就労中の女性、求職中の女性への支援相談の現
　　状は。
Q

　　地区内を流れる石
いしづかがわ

束川は、ほたる祭りのゲンジ
　　ボタルが発生する川である。来年のほたる祭り
が開催できるかどうか、ホタルがいないほたる祭り
になりはしないかと心配される。石

いしづかがわ

束川は厚狭川と
合流するが、下流にある鴨庄浄水場に毎日泥水が流
れ込むことになる。水道局の考えはどうか。

Q

　　基本的にはハローワークが主体となるが、商工 
　　労働課も連携して状況を把握し、就職フェア等
を実施している。

A

　　毎日水質検査をしており、浄水場の機能として
　　は問題ない。
A

【今回の一般質問】
・藤田市長の政治姿勢
・地域医療構想

【今回の一般質問】
・駅前都市再生整備計画
・小野田駅周辺の改善・整備
・女性の就労に伴う課題

　　女性の起業支援に対して本市の取組みはどう 
　　か。
Q

　　商工会議所や金融機関などと連携して相談窓口
　　の設置やセミナーを行い、専門家のアドバイス
が受けられる。また、抱える課題について状況把握
に努めている。起業家支援資金においては女性の場
合、利率の優遇措置で応援している。

A

議
会
中
継
ペ
ー
ジ
を

チ
ェ
ッ
ク

15 

名 

の 

議 

員 

が 

登 

壇 

し 

ま 

し 

た

メガソーラー工事現場

山や
ま
だ
の
ぶ
ゆ
き

田
伸
幸
議
員

恒つ
ね
ま
つ
け
い
こ

松
恵
子
議
員

メガソーラー建設
で住民は不安

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

女性が働きやすい
環境を

就
労
支
援
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　　老朽化の進んでいる公共施設の防火対
　　策はどのような状況か。
Q

　　新斎場の建設にあたり、火葬場のイ  
　　メージを払拭すべく本市在住のガラス
造形作家の活用を提案したが、その後設置
された斎場のガラスアートについて評価は
どうか。

Q

　　公共施設の防火対策は、消防法により
　　防火管理者を定め、消防計画を消防署
に提出し、点検や訓練はこれに基づいて実
施している。ハード対策として、庁舎では
消防用設備等を設置し、年 2 回の設備点検
を実施している。防火対策で建築基準法上
の既存不適格部分については、本庁舎の老
朽化対策工事で改修する。

A　　視察等に来られた他市の自治体関係者、
　　葬祭業者、建設業者や市民内覧会の来
場者等から高い評価をいただいており、本
市のガラス文化発信の一助になっていると
考えている。新しい斎場という施設に柔和
に溶け込んでいる素晴らしい作品であると
評価している。

A

　　建設中の埴生地区複合施設や、今後予定される
　　公共施設の新設や改修時に芸術としてのガラス
を取り入れることについて、平成 29 年 3 月議会で
の答弁を踏まえ方針はどうなっているか。

Q 　　避難訓練の実施状況はどうか。Q

　　公共施設の新設・改修の際にガラスを取り入れ
　　てはどうかとの提案については、施設の性格等
もあり、全てとはいかないかもしれないが、さまざ
まな手法を活用しながら積極的にガラス文化を推進
していきたい。

A

　　市役所本庁の訓練は、消防計画により実施して 
　　いる。しかし、総務課を中心とした一部の職員
でしか訓練を実施していないのが実情である。

A

初期対応が大事

市民に期待されるガラス展を

　　消火訓練では目の前に消火器が置いてあるが、
　　いざ火事だ、となれば「消火器はどこだ、消火
栓はどこだ」と焦ってしまって、なかなかわからな
い。一気に全部はできないだろうが、総務課を中心
に、来庁者がよく来る部署、高齢者や子供たちが来
る部署と連携して訓練を実施することを検討しては
どうか。

Q

　　第 8 回現代ガラス展について、検討状況はどう 
　　か。優勝トロフィーにガラスを取り入れている
山陽オートに関する展示はできないか。

Q

　　庁舎内で危険な状況が起こったときの初期対応
　　が極めて重要になってくる。消火栓や消火器が
どこにあり、どういうふうに来庁者を避難誘導して
いくのかを、しっかり毎年度やっていく必要がある。

A　　子どもたちをはじめ、多くの市民や市外の方も
　　含めて気軽に楽しめるように事業を進めてい
く。オートの関係は展示できるように協議していき
たい。

A

【今回の一般質問】
・組織改編
・公共施設における防火対策

【今回の一般質問】
・ガラス文化の推進
・地域包括ケアシステム構築の推進
・読書活動を更に前進させるために

厚狭地区複合施設の消火器

森も
り
や
ま
よ
し
ひ
さ

山
喜
久
議
員

吉よ
し
な
が
よ
し
こ

永
美
子
議
員

ガラス作成のオート優勝トロフィー

万が一の火災発生
時に適切な行動を

避
難
訓
練

ガ
ラ
ス
文
化

ガラス文化は本市
の売りでしょ
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一
般
質
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【今回の一般質問】
・まち・ひと・しごと創生総合    
   戦略
・効果的・効率的な行財政運営
   における地域共生社会の構築

【今回の一般質問】
・県立おのだサッカー交流公園
・スマートシティの実現へ

　　人口減少・超高齢化という直面する大
　　きな課題に対し国が示した４つの基本
目標に従い、①本市の資産を活用し、安定
した雇用をつくる②学びの力によって新し
い人の流れをつくる③若い世代の結婚・出
産・子育ての希望をかなえる④持続可能で
元気な住みよい社会をつくる、に取り組ん
できた。その検証から見えた課題にどう対
応していくのか。

Q

　　県立おのだサッカー交流公園について
　　2019 年 8 月に県より市への施設移管
の方向性が示されたが本市の考えと状況は
どうか。

Q

　　検証の結果、目標に順調に推移している割合を  
　　高い方からみると、③が 63％②が 45％④が 43％
①が 27％となっている。したがって、③の若い世代
の子育て等の希望をかなえる、については、昨年も
最も達成度が高かったこともあり、取組みは順調と
考える。他の基本目標についても順調な取組みとな
るよう事業の改善に努める。

A

　　現在、施設の維持管理費の全額を本市
　　が負担しており、レノファ山口との連
携等によりサッカーを主とするスポーツの
拠点施設としている。また施設設備の老朽
化が進んでいる中、県に対しては、人工芝
の張り替え、ナイター照明設備の LED 化、
防球ネットの張替えを要望しており、県が
その要望を全面的に受け入れた際には施設
移管を受ける考えである。

A

　　本市の人口動態の分析から、今後の対応をどう
　　考えるか。
Q

駐車場が足りない！
　　サッカー場に隣接する緩衝緑地に駐車場を整備
　　し施設環境を充実させるべきではないか。
Q

　　平成 30 年の人口動態は 455 人の減少であり、 
　　その内訳は自然動態 378 人減少、社会動態 77
人減少である。このことから、出生と死亡の差によ
る減少がその要因であり、子育て世代に力を入れ、
市の魅力を高め、移住促進の継続した取組みが必要
である。

A

東京一極集中は緩和されない

　　特に土日の大きい行事において駐車場が不足し
　　ている現状は把握している。今後を想定して、
隣接する緩衝緑地との一体的利用について協議して
いく。

A

　　東京圏への転出超過はむしろ強まり、特に若い
　　女性の流出を止めきれてない。その最大の壁は
就職と思うがどう対応するか。

Q

　　サッカー以外での施設の有効活用も考えるべき
　　ではないか。
Q

　　人口ビジョンに掲げる将来見通し達成に沿って
　　評価・検証し取り組んでいく。
A

　　現在グラウンドゴルフやアメリカンフットボー
　　ル等の利用がある。ホームページ等も活用して
この施設の特性などを踏まえ、見せ方をより充実し
スポーツの拠点として市民に周知できるよう協議し
ていく。

A
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【今回の一般質問】
・スマート自治体
・公共調達と随意契約の実情は
・ 随意契約で市内業者を優先
   するには

【今回の一般質問】
・近隣市との行政サービスの差
・高齢化で影響大の地域生活
・進まぬ大学周辺の環境整備

　　令和元年度上半期、備品購入費の随意
　　契約の総支出額、また市内業者、市外
業者への発注率および支出額はいくらか。

Q

　　通学路に街灯がなく暗くて不安だとい
　　う声があるが、どう考えているか。
Q

　　全部で 310 件あり、総支出額は、3028
　　万 6414 円である。
　このうち市内、市外別の発注件数および
発注率は、市内が 242 件、78.1％、市外が
68 件、21.9％である。
　また、支出額および割合は、市内が 2269
万 5875 円、74.9％、市外が 759 万 539 円、
25.1％である。

A

　　防犯街灯は、基本的には地元自治会が
　　負担して設置している。しかし、学生
から設置要望があり、関係者が夜間に現地
を調査して協議中である。

A

　　小学校の通学路にもなっていて、危険
　　と思われる道路があるが、事故が起こ
る前に対策が必要と思うがどうか。

Q

　　山陽小野田市中小企業振興基本条例第
　　4 条の基本方針として、「中小企業の受
注機会及び販路の拡大を支援すること」と
あるが、この中小企業者の定義は何か。

Q

　　大学周辺には、道路の曲がりがきつい
　　箇所がある。通学路でもあるため、歩
行者の安全を確保することが必要と考えて
いる。

A

　　「中小企業法第 2 条第 1 項各号いずれかに該当
　　するもので、市内に事務所または事業所を有す
るものをいう」という規定になっている。

A

大学を砂上の楼閣にしてはいけない

市内業者に発注を
　　今後どのようにして随意契約における市内業者
　　優先を徹底していくのか。
Q

　　大学および学生は、地域のイベント等に参加し、
　　各種ボランティアをしている。うれしい限りで
あるし、地域と一体となった大学が望ましいが、共
に集える場がなく、砂上の楼閣になりはしないか。
そうした中、学生の保護者の 8 割以上が学生寮を望
んでいるが、学生寮の設置はしないのか。

Q

　　安心安全の点から、街灯、道路も含め学生寮を  
　　喫緊の課題と捉え、大学は検討している。今後、
薬学部の学生が約 500 名増えていく中で、あまり時
間もないので、大学のビジョンを参考に、行政とし
てもいろいろ検討していきたい。

A

　　随意契約は、地方自治法施行令第 167 条におい
　　て、一般競争入札の例外規定として定められて
いる。そうした内容を職員に周知徹底する中で市内
業者を優先的に、というガイドラインを整備をして
いきたい。

A
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薬学部校舎と周辺環境

随意契約こそ
市内業者に発注を

一向に進まぬ大学
周辺の環境整備
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一
般
質
問

【今回の一般質問】
・本市の風水害等の想定
・自然災害に強い市土の形成
・ハザードマップの作成

【今回の一般質問】
・交通安全プログラムの運営
   状況
・課題と解決への取組み

　　市内各所に設けてある排水機場は、近
　　年の局地的な大雨に対処できるのか。
Q

　　山陽小野田市通学路交通安全プログラ
　　ムの要綱には、「関係機関が連携して」
とあるが、なぜ市道や通学路の事故内容が
把握できていないのか。

Q

　　近年の都市化の進展や開発に伴い、浸
　　水被害が発生しているため、被害低減
を目的とした排水機場が市内各所に設けて
ある。しかし、市内の一部地域において、
大雨時にポンプ排水しているにも関わら
ず、内水被害が発生している。特に内水被
害の頻度が高い高千帆地区については整備
計画を策定し、本年度、水路整備に着手予
定である。

A　　市は事故内容等の情報は持っていない。
　　警察の協力が必要であると考える。ま
た、協力依頼をしたところ、少し時間を要
するという回答だった。こういった情報を
持つことは重要なので、今後はより連携を
強化したい。

A

　　本市が作成しているハザードマップの作成目的
　　と利用はどうか。
Q

　　通学路の危険箇所の抽出はどのように行ってい
　　るか。
Q

　　ハザードマップは、被災想定区域や避難場所、
　　避難経路などの防災関係施設の位置を表示した
地図で、本市においても、各種のハザードマップを
作成している。これを利用することにより、災害発
生時に住民が迅速、的確に避難を行うことができ、
被害の低減に有効である。

A

　　各学校が中心となり地域教育協議会等を活用
　　し、保護者や地域関係者から登下校時の通学
路の状況について情報収集を行っている。また、
定期的な安全点検も行っている。

A

防災そして減災

通学路の危険箇所はこれで全てか
　　 3 年間で 30 件の交通事故が発生している市道
　　の通学路があるが、危険箇所にも挙がっていな
い。本当に地域住民から正確に情報収集ができてい
るか。氷山の一角ではないのか。

Q

　　近年の異常気象に対し、決して安全でない本市
　　だが、防災、減災について市長の考えはどうか。
Q

　　確かにその場所について危険箇所の明示はな
　　い。どういう危険性があるか関係機関で検討し、
取り入れる必要があると思う。また、学校や行政だ
けの力では子供たちの安心安全を完璧には守れない
と思う。地域全体で子供たちの安心安全について考
え、また保護者もそれなりの責任を負うことも理解
してほしい。

A

　　近年の自然災害の規模からすると、想定外とい
　　う言葉はもはや通用しない。関係者全員が高い
危機意識を持ち、自助、共助、公助の役割を果たし、
関係機関、そして諸団体とも連携を取りながら、自
然災害に強いまちづくりを目指して、取り組んでい
く。

A
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【今回の一般質問】
・地域の第一次産業
・集落を維持する仕組み
・住み続けられる地域

【今回の一般質問】
・下水道事業の動向

　　6 次産業に対する取組みについて、今
　　後の方針はどうか。
Q

　　下水道・浄化槽等の割合は。また、普
　　及率の目標設定はどうか。
Q

　　6 次産業は農林水産物を加工して出荷
　　を行う体制を整えることが必要である
が、それを支援する体制づくりはまだ不十
分で 6 次産業についての取組みは現状では
考えていない。

A

　　現在の処理施設別普及人口の割合とし
　　ては、下水道 54.1％、農業集落排水
2.6％、合併浄化槽 25.1％、未処理 18.2％で
あり、そのうち 5.5％が単独浄化槽、12.7％
がくみ取りである。下水道の普及率は 0.5％
増を目標に管路の整備を行っている。

A

頑張れ地域おこし協力隊
下水道事業の推進を

　　中山間地域の集落を維持する仕組みづ
　　くりについて今後の方針はどうか。
Q

　　有帆市営住宅全体で 160 戸、そのうち築 40 年
　　の 4 階建てのみが単独浄化槽であり、それ以外
は、くみ取りである。下水道整備が遅れているが、
今後の対応はどうか。

Q

　　中山間地域の集落機能の維持や担い手確保など
　　の課題を解決する手段として、地域おこし協力
隊 2 名の導入を予定している。

A　　老朽化が進んでいる各市営住宅について、今後
　　の市営住宅長寿命化計画の策定において熟慮し
ていく。

A

　　下水道接続と個人設置型浄化槽、それぞれのメ
　　リット・デメリットはどうか。また、個人の負
担額はどうか。

Q
　　地域おこし協力隊の役割は何か。Q

　　下水道のメリットは、公道側の施設については
　　市が整備、水質も市が管理することである。一
方、個人設置型浄化槽のメリットは、下水道の整備
を待つことなく自身のタイミングで水洗化できる。
デメリットとしては、下水道では、受益者負担金や
下水道使用料がかかる。浄化槽は補助金制度がある
が、水質調査費を含め基本的には全額個人負担で
ある。双方の負担額の比較では、10 年スパンでは、
ほぼ同額の 130 万円となる。

A

　　地域おこし協力隊は、地方公共団体が都市地域
　　から過疎地域などに生活の拠点を移した者を地
域おこし協力隊として委嘱するもので、一定期間、
地域に居住して住民の生活支援等の地域協力活動に
従事し、その地域への定住・定着を図る取組みであ
り、国の財政上の支援措置もある。
　令和２年２月に本市初の地域おこし協力隊として
1 名を委嘱する予定となっている。さらにもう 1 名
の募集については本市の魅力を全国に向け発信する
絶好の機会と捉え、市のホームページはもちろんの
こと、さまざまな支援サイトや関係団体を活用し、
より多くの方に興味・関心を持っていただき中山間
地域の活性化につながる隊員募集を図りたい。

A
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一
般
質
問

【今回の一般質問】
・厚陽地区の活性化
・スマホ、携帯電話の使用
・高齢化対策

【今回の一般質問】
・ごみ問題
・農業政策

　　市内各地で行われている「いきいき百
　　歳体操」の実態についてはどうなって
いるか。

Q

　　ごみの排出が不自由な高齢家庭を戸別
　　訪問し回収している自治体もあるが本
市の収集実態はどうか。

Q

　　平成 26 年から、地域の介護予防活動
　　を促進するとともに住み慣れた地域で
生き生きと自分らしい生活を続けることを
目的に展開している。地域の皆様が主体と
なって運営されており、現在、77 か所で行
われ、約 1380 名が参加している。

A

　　大型ごみの回収は予約制で戸別収集を
　　実施している。燃やせるごみ等は、介
護予防日常生活支援総合事業の一環として
対応している。

A

　　モラルの欠如によるごみの不法投棄で
　　自治会長の負担が増えて、苦労してい
る実態を市はどのように捉えているか。

Q

　　「いきいき百歳体操」を実施している団体への
　　支援はどうなっているか。
Q

　　自治会長をはじめ、班長やごみの掃除
　　当番が、大変苦労していることは、重々
承知している。

A

　　活動初回から 4 回まで、それに開始後 3 か月、
　　半年、1 年、2 年、3 年後に地域包括支援センター
の保健師や作業療法士、また地区担当の職員が体操
指導を行うほか、健康状態や生活機能チェック、個
人目標や活動計画の確認を行っている。

A

「100歳大学」の設置は？

防犯カメラの設置は急務である！
　　自治会のごみステーションに捨てられる不法投
　　棄のごみを減らしていかなければならないが、
防犯カメラの設置は効果的で即効性もある。防犯カ
メラの設置を推奨してはどうか。

Q

　　高齢化の急速な進行から健康寿命の延伸が重要
　　となっている。その一案として滋賀県栗

り っ と う し

東市か
ら始まった「100 歳大学」の設置について研究して
はどうか。

Q

　　防犯カメラの設置は非常に効果的な手段だと考
　　えている。多くの自治会からの要望もあり、現
在アンケート調査を実施しているので、このアン
ケート調査の結果を踏まえて検討をしていく。

A

　　本市ではスマイルエイジングの取組みを推進し
　　ており、健康寿命の延伸は非常に重要な課題と
考えている。栗東市の「100 歳大学」は健康づくり、
生きがいづくり、福祉、地域、幸せづくりのカリキュ
ラムがあり、本市が行っている福祉分野・生涯教育
分野での個別事業を体系的にまとめられ、大学とい
う名前での事業で、好事例である。先進地の事例と
して研究したい。

A

　　全自治会でのごみ出しが、もう少し細かく分別
　　できるようにして、ごみの減量化に向けた対応
を考えてはどうか。

Q

　　現在、瓶の仕分け箱の事前配布やペットボトル
　　専用袋の配布、ごみステーションの購入費用や
修繕費用の補助を実施している。ごみステーション
の環境改善に向けた制度の周知に力を入れていく。

A
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【今回の一般質問】
・小学生・中学生の自転車通学
・バスの無償化

　　バス通学が可能な小・中学校の現状は
　　どうか。
Q

　　児童・生徒の通学手段は法令等や学校
　　の校則に定めはないが、古くからの慣
習により、徒歩による登下校を基本として
おり、徒歩で困難な場合には自転車、自転
車でも困難な場合にバスによる通学を認め
ている。

A

　　バス通学ができる要件は何か。Q
　　徒歩や自転車通学が困難で自力通学が
　　難しく、 学校が一人一人の事情を考慮
して判断することとなり、その点ではほと
んどの地域や学校でバス通学に制限がある
といえる。

A

無償バスカード対象学年の拡大を
　　厚狭の北部地区では 4 年生まで、埴生の福田地
　　区では 2 年生まで、それぞれの地区の分校の廃
校に対する合意条件として、登下校に市が無償のバ
スカードを交付しているが、廃校となって相当の年
数が経過し社会の状況も大きく変わってきている。
地域や保護者から要望は今までなかったか再検討で
きないか。

Q

　　対象学年の拡大の要望は以前から、自治会長等
　　から数回あった。44 年前くらいの分校の廃校
を根拠に要望を拒むということは難しいと感じてい
る。これについては検討していきたい。

A

　10 月臨時会において、議会運営委員会
および常任委員会の構成が変更されました
のでお知らせします。

円満な議会運営を図るため、議会運営の全般につい
て協議し、意見調整を図るための委員会です。

・委員長　河野　朋子
・副委員長　伊場　勇
・委　員　奥　　良秀　笹木　慶之　
　　　　   中岡　英二　長谷川　知司
　　　　   山田　伸幸　　

・委員長　大井　淳一朗
・副委員長　水津　治
・委　員　河﨑　平男　杉本　保喜
　　　　   松尾　数則　矢田　松夫
　　　　   吉永　美子

・委員長　中村　博行
・副委員長　藤岡　修美
・委　員　岡山　　明　髙松　秀樹　
　　　　   恒松　恵子　宮本　政志
　　　　   森山　喜久

・委員長　矢田　松夫
・副委員長　河野　朋子
・委　員　議長を除く全議員　　

・委員長　笹木　慶之
・副委員長　長谷川　知司
・委　員　伊場　　勇　奥　　良秀　　
　　　　   河野　朋子　髙松　秀樹　　

総務部、企画部、地域振興部、監理室、教育委員会
の所管に属する事項などを担当します。

市民部、福祉部、病院局の所管に属する事項を担当
します。

経済部、建設部、水道局、農業委員会の所管に属す
る事項を担当します。

一般会計の予算および決算に関する事項を担当します。

バ
ス
通
学
無
償

小学生・中学生の
バス通学の現状は

水す
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津
治
議
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バスで通学の小学生

各委員会の所属委員を
紹介します

総務文教常任委員会

民生福祉常任委員会

産業建設常任委員会

一般会計予算決算常任委員会

議会運営委員会
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お知
らせ

◎広報特別委員会
委員長　山 田 伸 幸　　副委員長　恒 松 恵 子
委　員　大井淳一朗      委　員　岡 山　明
委　員　河 﨑 平 男　　委　員　河 野 朋 子
委　員　笹 木 慶 之　　委　員　藤 岡 修 美
委　員　松 尾 数 則

《表紙の説明》　水仙は、ほのかな甘い香りで春の訪れを知らせてくれる花ですが、2.5
億年前の岩礁が見られる縄地ヶ鼻公園で、3 月の第 1 土曜日に「水仙まつり」が開催さ
れます。俳句の展示や表彰、水仙の植栽などが、地域の皆さんにより行われています。

発行　山陽小野田市議会／編集　広報特別委員会／〒756-8601 山陽小野田市日の出一丁目 1 番 1 号
☎ 82-1182 ／ホームページ http://www.city.sanyo-onoda.lg.jp/site/sigikai/ ／発行日 令和 2年2月15日

月　日 本会議

2 月 19 日㈬ 議案上程・説明

3 月   2 日㈪ 代表質問

3 月　3 日㈫ 一般質問

3 月   4 日㈬ 一般質問

3 月　5 日㈭ 一般質問

3 月　6 日㈮ 一般質問

3 月 10 日㈫ 質疑・討論・採決

3 月 25 日㈬ 質疑・討論・採決

　3月定例会の日程（案）をお知らせします。

会期日程は、諸事情により変更される場合

があります。ご了承ください。

　2020 年の干
え

支
と

は庚子（かのえ・ね）です。
新たな芽吹きと繁栄を示すといわれていま
す。元号が令和になりオリンピックイヤー
であることを考えると新たな時代の始まり
を予感します。
　今回は高校生の意見、感想を聞きました。
若い人も含め市民とともに歩む市議会とし
て「The 市議会」は、これからも分かりや
すい紙面を目指して頑張ってまいります。

　10 月臨時会で議案等 4 件、12 月定例会で議案等 32 件を審議し、賛否の分かれた議案 4 件を掲
載しています。その他については、全員賛成で可決しました。
　全議案の審議結果は、市議会ホームページに掲載しています。

・表の見方　○：賛成　×：反対　―：棄権または欠席                ・※は委員長報告の趣旨採択に反対　　　

・小野泰議員は議長であるため、賛否の結果はありません。

令和元年
10 月臨時会・12 月定例会

議案の審議結果

議決結果

議員名

伊

場

　

勇

大
井
淳
一
朗

岡

山

　

明

奥

　

良

秀

河

﨑

平

男

河

野

朋

子

笹

木

慶

之

水

津

　

治

杉

本

保

喜

髙

松

秀

樹

恒

松

恵

子

中

岡

英

二

中

村

博

行

長
谷
川
知
司

藤

岡

修

美

松

尾

数

則

宮

本

政

志

森

山

喜

久

矢

田

松

夫

山

田

伸

幸

吉

永

美

子

小

野

　

泰

市役所本庁舎整備事業（建築主体工

事・機械設備工事）請負契約の締結

について

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

令和元年度山陽小野田市一般会計補

正予算（第 4 回）について
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

山陽小野田市組織条例の一部を改正

する条例の制定について
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

小学校・保育園が無くなる津布田地

域のまちづくりの方針の策定を要望

する請願書

趣旨採択 ※ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ※ ー ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ※ ※ ○

 ３月定例会会期日程（予定）

本会議の日程
編集室より

◎賛否の分かれた議案です


